
①不幸になる人が前提…ギャンブル依存症という不幸な人を必ず生む。 

    その人の負け金を収入にして政策？あり得ない。 

②際限のない公金投入の恐れ…大阪府・市の多額の公金が使われる。土の入れ替えだ

けで＊790 億円。地盤沈下で更なる支出の可能性が大。支出差し止め訴訟進行中！   

     ＊790億円…大阪府北部の箕面市の一般会計予算 594億円(2022年度)より多い 

③治安の悪化…犯罪の増加、マネーロンダリングの懸念 

④経済が逆に落ち込む…中国の現金持ち出し規制の強化やネットカジノの普及で外国   

人は来ない。客の想定は 70%が日本に住む人➡ 

           大阪の町で本来使われるお金が カジノに使われてしまう。 

⑤事業計画がズサン…売り上げ想定：セブンイレブン全店舗より多い。  

          入場者数想定：USJより多い などあり得ない事業計画 

⑥予定地「夢洲」に大きな建物は無理 …軟弱な地盤、地震 津波や液状化の恐れ 

⑦疑惑に満ちた契約内容…・これまで大阪市が土地を貸す場合、 

土壌改良は業者負担なのに今回初めて大阪市の負担 

・賃料の根拠になる土地鑑定額が 4 社中３社が一致、しかも極端に低額。 

        談合を大阪市が指示した疑い。住民訴訟進行中！ 

問題 の？ 

夢洲カジノを止める大阪府民の会 090-8536-3170 メール stop-casino@vosakaf.net 

   

 

 

 

   

       

         

                    

 

      

なんぼ考えても、カジノ業者とゼネコン

を儲けさせるため？ としか考えられ

ないピョン 

 

 
～コロナの死者数日本最多～ 

医療・保健・福祉の縮小が原因。 
＊100 万人当たりコロナ死者数  

  （2021 年）   大阪府‥957.1 人 全国平均‥584.3 人  

   

～南海トラフ地震・津波・高潮・台風～  
老朽インフラ（水道・学校・避難所…）対策が待ったなし！ 

 

吉村知事、横山市長、 命と暮らしを守るのがあ

なたたちの使命。 カジノにお金を使わないで、 

次のコロナ、災害に備えましょう。 
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問題だらけなのになぜ進めるの？ 

   ～異例の長期契約～ 

 

 カジノ業者との契約期間は３５

年間、３０年間の延長もできます。

最悪６５年間、大阪にカジノがあり

続けるのです。 

 

 今の子どもたち、これから生まれ

る子どもたちにカジノのある大阪

を引き渡していいのでしょうか。 

 

 子どもたちには何の責任もあり

ません。私たちおとなの責任でカジ

ノを止めていきましょう。 

      

問題だらけの夢洲カジノ計画 
 国はカジノ認定の取り消しを！ 

  吉村知事・横山市長は計画を白紙に！ 

 

一緒に活動してくださる人を募っています。 

遠慮なく声をかけてください。 
ホームページ➡ 

https:// 

vosakaf.net/ 



 

 

 

 

 

 

     

    

 

 

 

カジノ事業への融資はプロジェクトファイ

ナンスと呼ばれる方法です。高い利息が得られる 

一方、担保を取らず、利益が出ないと返済不要という

大きなリスクがあります。通常プロジェクトファイ

ナンスは優良な事業だけにしか適用されません。予

定地夢洲は軟弱地盤で建物が倒壊する恐れがあるこ

と、国際的にはカジノはネットに移行していること 

 

など、事業の継続性や収

益性の面でとても優良事業とは言えません。最悪

5500 億円全額が回収できない危険性をはらんでい

ます。 

 大手の M 銀行は融資への参加を要請されていまし

たが、応じない可能性が強くなっています。  

 ( 5/2 日経 web ニュース ）

 国は大阪 IR・カジノ計画を認定しました。審査委

員会の点数は 100 点に換算すると 66 点という低

さなのに認定してしまいました。試験の種類（例えば

運転免許）によっては不合格という点数です。 

 国は認定に際し、大阪府・市に対し、7つの条件を

付けざるを得ませんでした。その内、条件４では「地

盤沈下や液状化、土壌汚染への対策が不十分になら

ないように検討すること」としています。 

条件 5では「住民合意を十分に行うこと」となって 

おり、住民合意が不十分なことを指摘しています。

条件６では依存

症対策に懸念を

示しています。 

問題だらけの

カジノ計画をみ

んなの力で止め

ましょう。 

 

 

 

  

 
 
 

 

 

  

三井住友銀行と三菱UFJ銀行が中心の銀行グループ（※）が、IRカジノ事業に５５００億円を融資しよう

としています。（※ 多くの銀行や生命保険会社などに呼びかけて銀行団を形成し、一つの契約書で融資する） 

     ➡あなたのお金も使われるかもしれません  

 カジノは、ギャンブル依存症で不幸になる人を生み、周囲の人へ不幸の連鎖が

必ず起こります。不幸が前提の事業に銀行が融資してもいいのでしょうか？  

企業はCRS（企業倫理・企業の社会的責任）に照らして、出資してもいいのでし

ょうか？「誰一人取り残さない」という SDGｓの理念にも反しています。  

小口出資２０社：・関西電力・パナソニック・近鉄グループ HD・阪急阪神 HD 

・NTT西日本・ダイワハウス工業・大阪ガス・ダイキン工業・南海電気鉄道 

・JR 西日本・京阪 HD・JTB・竹中工務店・日本通運・丸一鋼管・三菱電機 

・レンゴー・サントリーHD・岩谷産業・大成建設 
 

 こんな融資で大丈夫？ 返済されない可能性 

 ◩ 担保を取らない ◩ 儲けがなければ返済しなくてよい 

 国は認定を白紙に！問題噴出のカジノ計画 100点満点で66 点 

三井住友銀行、三菱 UFJ 銀行などは ウチらのお金を 

  カジノ事業に貸さんといて！ 

ネット署名はこちらから➡ 

1人ひとりの力は小さいですが、一筆一筆が集まれば大きな力になります 

 ♥国あて…カジノ認定計画の「認定」取り消しを求める署名 

 ♥大阪府・大阪市あて…カジノ（賭博場）誘致の中止・撤回を求める署名 

夢洲カジノを止める大阪府民の会 


